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資料２：教員養成科目の系統図 
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教  職  実  践  演  習  

教  育  実  習  Ｂ  * 現行の実習Ⅲ・副免実習など 

教  職  展  開  ゼ  ミ  

教  職  入  門  ゼ  ミ  

附 属 四 校 園 参 加 体 験 実 習 

公 立 校 園 参 加 体 験 実 習 

 

②社会性や対人関係能力 

 

 

③幼児児童生徒理解や 

学級経営 

 

④教科保育内容等の 

指導力 

 

 

①使命感や責任感、 

教育的愛情 

教育本質論（１・前）

教育支援実践研究Ⅰ（１２３４） 

現代社会と福祉（１・後） 

発達心理学（１・後） 

教育支援実践研究Ⅱ（２３４） 

教育心理学（２・前） 

生涯学習概論Ⅰ（２・前） 

人権教育論（２・後） 

学級指導演習（＊現行の「小学校授業論」「小学校学級経営論」「中学校学級

経営論」を再編統合） 

教  育  実  習  Ａ  * 現行の実習Ⅰ・Ⅱ 

特別活動の指導法（３・前）

道徳の指導法（３・前） 

算数授業論（３・前） 

 

幼児・児童臨床心理学（３・前） 

生徒指導論（３・前） 

特殊教育論（３・前） 

教員志望者のためのキャリア

開発（１２３） 

総合学習ⅠⅡ（１２３４） 

初等教育教科に関する科目

（１２３・前後） 

保育の指導Ⅰ～Ⅵ 

（１２３・前後） 

教育情報処理演習（１・前）

教育社会学（３・後）

福祉教育論（３４・後） 

幼児臨床指導論（３・後） 

教育臨床学（３・後） 

スクールソーシャルワーク（３・後）

教育臨床実習Ⅱ（３・後） 

教育臨床実習Ⅰ（３・前）

基礎体育（２３４） 

保育課程総論（２・後） 

教育メディアとコンピュータ

（２・後） 

教育課程・方法論（２・後） 

各教科の指導法（＊２・後に統一）

幼児教育法（２３・前） 

人間と環境Ⅰ（２・前） 

各教科の授業論（＊現行の各教科の「授業論」に実習Ａの省察的要素を加える） 

教師学（１・前） 

教育制度・経営論（３・前）
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資料３：教職⼤学院の理念 等資料３：教職⼤学院の理念 等
1.  国や地域の教育課題

課 題 対 応

学校をめぐる
もの

【１】学校組織全体としての経営⼒の強化 ⽬標達成に向けた組織的で⼀体的な学校運営体制の構築

【２】その時々の学校の課題への的確な対応 ミドルリーダーたる主任等がそれぞれの分野の責任者と
してリーダーシップを発揮する体制の構築

【３】地域とともにある学校づくりの促進 家庭や地域が参画する学校運営協議会制度（コミュニ
ティ・スクール）の推進

教育をめぐる
もの

【４】知識や技能を活⽤して課題を解決する能
⼒の向上

【５】学習意欲の向上、学習習慣の定着
思考⼒・判断⼒・表現⼒等を育成するために新しい学び
をデザインできる実践的指導⼒を持った教員の養成

【６】⼦どもたちの問題⾏動、いじめや不登校
などへの適切な対応

⾃⼰指導能⼒を育成することのできる実践的指導⼒を
持った教員の養成

【７】学校全体としての⽣徒指導体制の充実 学校内外の関係者・専⾨機関と連携しながら学校の⽣徒
指導体制の中核となるミドルリーダーの養成

「理論」の学習と「実践」の経験の往還を通した⾼度の実践的指導⼒の修得による

①新しい学校づくりにおいて指導的役割を果たし得るスクールリーダーの養成
②新しい学びや学校現場での今⽇的課題に対応し得る教員の養成

2.  教職⼤学院の理念

養成する⼈材像

〈学校経営コース〉 〈教職実践コース〉
・校⻑や主任等のリーダーシップが発揮され機能す

る組織的で⼀体的な学校運営を可能にする経営⼒
を持った管理職

・学校運営協議会制度（コミュニティ・スクール）
のような新しい学校づくりにおいて必要とされる
家庭や地域との連携⼒を持った管理職

・知識・技能を活⽤する学習活動、課題探究型の学
習、協働的な学びなど、新しい学びをデザインで
きる実践的指導⼒を持った新⼈・中堅教員

・学校内外の⼈的資源を活⽤しながら組織的に⼦ど
もたちの⾃⼰指導能⼒を育成することのできる実
践的指導⼒を持った新⼈・中堅教員

教育課題 【1】【2】【3】 教育課題 【4】【5】【6】【7】

テ
ー
マ

学校マネジメント
組織としての危機
管理とネットワー
キング

教職員の職能開発 教科等の教材開
発、授業改善 ⼈間形成・発達援助 現代的教育課題

への対応

科
⽬
名

教 育 法 規 の 解
釈・運⽤に関す
る実践研究
学校マネジメン
トの実践研究１
学校マネジメン
トの実践研究２

学校危機管理の
理論とプログラ
ム開発
学校間連携・地
域連携の実践研
究

教職員の⼈材育
成に関する理論
とプログラム開
発
校内研究の理論
とプログラム開
発

教材開発演習
授業分析演習
ICT 活 ⽤ 実 践
演習

すべての個性を活かす
教育環境の構成
学校カウンセリング・
コンサルテーションの
実践研究
安⼼して成⻑できる学
校環境づくりの探究
⾃⽴した個を育てる教
育活動の実際

⼤分県におけ
る教育課題の
探究

領 域 科⽬名
教育課程の編成及び実施 「教育課程編成の理論と実践」「特⾊あるカリキュラムづくりの理論と実践」
教科等の実践的な指導⽅法 「授業の指導計画と教材研究の演習」「授業での学習⽀援と指導法に関する事例分析」
⽣徒指導及び教育相談 「⼦どもの問題⾏動や規範意識に関する事例研究」「⼦ども⽀援の実践研究」
学級経営及び学校経営 「学校組織マネジメントの実践演習 」「⼦どもを活かす学級経営の実践演習」
学校教育と教員の在り⽅ 「教員の社会的役割と⾃⼰啓発」「教員のための⼈権教育の理論と⽅法」

◆共 通 科 ⽬

◆コース別科⽬
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資料６：教職大学院の授業科目（共通科目，コース科目） 

 

共通科目 

領域 授業科目名 内容 

教育課程の編成及

び実施に関する領

域 

教育課程編成の理論

と実践 

■学習指導要領に基づいた教育課程の編成原理とその演習 

■教育課程の点検・評価の方法と実際 

特色あるカリキュラ

ムづくりの理論と実

践 

■各教科，道徳，外国語活動, 総合的な学習の時間，特別活動にお

ける特色あるカリキュラムづくりに関する講義と事例分析 

■個に応じた指導と学習環境に関する事例分析 

教科等の実践的な

指導方法に関する

領域 

授業の指導計画と教

材研究の演習 

■各教科，道徳，外国語活動, 総合的な学習の時間，特別活動にお

ける学習指導構想と指導案作成 

■各教科，道徳，外国語活動, 総合的な学習の時間，特別活動の教

材研究の方法と教材開発の演習 

■新しい学びに対応した教材の開発 

授業での学習支援と

指導法に関する事例

分析 

■確かな学力の形成を促す指導法と授業実践例による分析研究 

■確かな学力の形成を促す学習集団の構成に関する講義と事例分析

■各教科，道徳，外国語活動, 総合的な学習の時間，特別活動の評

価の基準策定と学力評価法の実際 

■ICTを活用した指導法に関する講義と事例分析 

生徒指導及び教育

相談に関する領域 

子どもの問題行動や

規範意識に関する事

例研究 

■子どもの問題行動に関する講義と事例分析 

■生徒指導・道徳に関する講義と事例分析 

子ども支援の実践研

究 

■教育相談に関する講義と事例分析 

■特別支援教育に関する講義と事例分析 

学級経営及び学校

経営に関する領域 

学校組織マネジメン

トの実践演習 

 

■学校における経営計画に関する講義と事例分析 

■学校経営上の問題に関する講義と事例分析 

■学校評価による開かれた学校づくりに関する講義と事例分析 

子どもを活かす学級

経営の実践演習 

■学級における経営計画に関する講義と事例分析 

■学級経営上の問題に関する講義と事例分析 

■子どもを活かす学級経営の方法に関する講義と事例分析 

学校教育と教員の

在り方に関する領

域 

教員の社会的役割と

自己啓発 

■現代社会における学校教育の役割と現代的課題の解決策に関する

講義と事例分析 

■教員の社会的・職業的倫理に関する講義と事例分析 

■教職生活を通した学びとメンタルヘルスの維持に関する講義 

■教員に求められるコミュニケーション技法に関する講義と演習 

教員のための人権教

育の理論と方法 

■人権教育の基本的事項に関する講義 

■人権教育の授業づくりに関する事例分析 

■子どもの人権と教育実務における留意事項に関する講義と事例分

析 

■現代の教師－子ども関係の在り方に関する講義と演習 
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学校経営コース科目 

領域 授業科目名 内容 

学校マネジメント

に関する領域 

教育法規の解釈・運

用に関する実践研究

■教育法規の基本事項に関する講義 

■学校実務における教育法規の解釈・運用に関する演習 

学校マネジメントの

実践研究１ 

■学校経営計画に関する講義と事例分析 

■教育課程経営に関する講義と事例分析 

■学校評価に関する講義と事例分析 

■現在の勤務校等を題材とした学校経営計画と学校評価に関する演

習 

学校マネジメントの

実践研究２ 

■組織マネジメントの理論に関する講義 

■学校組織開発に関する講義と事例分析 

■学校財務・事務の能力開発に関する講義 

■現在の勤務校等を題材とした学校組織マネジメントに関する演習

組織としての危機

管理とネットワー

キングに関する領

域 

学校危機管理の理論

とプログラム開発 

■学校危機管理に関する講義と事例分析 

■現在の勤務校等を題材とした学校危機管理の計画立案に関する演

習 

学校間連携・地域連

携の実践研究 

■学校間連携・校種間連携等に関する講義と事例分析 

■地域資源を活用した開かれた学校づくりに関する講義と事例分析

■学校参加と学校運営協議会制度（コミュニティースクール）に関

する講義と事例分析 

■現在の勤務校等を題材とした学校間連携・地域連携の計画立案に

関する演習 

教職員の職能開発

に関する領域 

教職員の人材育成に

関する理論とプログ

ラム開発 

■スクールリーダーの役割に関する講義 

■コーチングやメンタリングの理論に関する講義 

■教職員評価に関する講義 

■ミドルリーダーの能力開発に関する講義と事例分析 

■現在の勤務校等を題材とした校内研修・行政研修の計画立案に関

する演習 

校内研究の理論とプ

ログラム開発 

■教育課程経営における校内研究の役割に関する講義 

■教育データ（学力テストやアンケート結果等）の分析と授業改善

に関する講義と事例分析 

■教員の職能開発に資する校内研究の事例分析 

■現在の勤務校等を題材とした校内研究の計画立案に関する演習 

実践の省察に関す

る領域 

学校マネジメント研

究 

■各自の研究テーマの追求・検証 

■学校実習，教育体験等の省察 

学校経営コースに所属する学生は，上記８科目（18単位）をすべて必修とする。 
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教職実践コース科目 

領域 授業科目名 内容 

教科等の教材開

発，授業改善に関

する領域 

教材開発演習 ■教科指導における教材研究力の開発 

■新しい学びに対応した教材開発の演習 

（主にストレートマスターの履修を想定） 

授業分析演習 ■授業分析技術向上のための演習 

■学習評価の理論と実際 

（主にストレートマスターの履修を想定） 

ICT活用実践演習 ■ICTを活用した指導法に関する講義と事例分析 

■ICTを活用した教材開発演習 

人間形成・発達援

助に関する領域 

すべての個性を活か

す教育環境の構成 

■発達や学習の個人差に関するアセスメントの理論と実際 

■個人差を踏まえた教育環境・支援体制の事例分析 

■ユニバーサルデザイン化された学校・教室・授業づくりに関する講

義と事例分析 

学校カウンセリン

グ・コンサルテーシ

ョンの実践研究 

■子どもの心理的問題や不登校に関する理解と事例分析 

■カウンセリングマインドを活かした子どもとの関係づくりに関す

る講義と事例分析 

■学校におけるカウンセリングの実際と演習 

■専門機関・専門家・家庭との連携とチーム援助に関する講義と事例

分析 

安心して成長できる

学校環境づくりの探

究 

■いじめ・非行対応に関する講義と事例分析 

■道徳教育をベースとした学校・学級づくりに関する講義と事例分析

■危機対応の事例と体制づくり 

■保護者対応の基本的考え方と事例分析 

自立した個を育てる

教育活動の実際 

■教科指導を通したキャリア教育に関する講義と事例分析 

■自律的な学習者を育て，社会的自立につなげる教科指導に関する講

義と事例分析 

■子どもの自己表現・自己理解・自己開発を促す教育活動に関する講

義と事例分析 

現代的教育課題へ

の対応に関する領

域 

大分県における教育

課題の探究 

■学びの接続（幼保小，小中，中高の連携・一貫教育）に関する講義

と事例分析 

■社会的資源を活用した教育課題の解決に関する講義と事例分析 

■地域の現状に即した防災教育・安全教育に関する講義と事例分析 

■地域特性を踏まえた教育に関する講義と事例分析 

実践の省察に関す

る領域 

教育実践研究 ■各自の研究テーマの追求・検証 

■学校実習，教育体験等の省察 

教職実践コースに所属する学生は，上記９科目から８科目（18単位）以上を選択し履修する。 
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資料７：授業科目ごとの一般目標、到達目標 

 
（教育学研究科教職開発専攻） 
  １）共通科目 
科目

区分 
授業科目の名称 一般目標 到達目標 

教
育
課
程
の
編
成
及
び
実
施
に
関
す
る
領

域 

教育課程編成の理論と

実践 

教育課程編成の理論と実践に関する理

解を深め、課題を発見し、具体的な対

応を立案・検討する力を養う。 

●学習指導要領に基づき教育課程を編成するための原理につ

いて深い理解を有し、学校現場の事例を題材として現状の課題

を発見し、具体的な対応策を立案・検討することができる。

●教育課程の点検・評価に関する原理について深い理解を有

し、学校現場の事例を題材として現状の課題を発見し、具体的

な対応策を立案・検討することができる。 

特色あるカリキュラム

づくりの理論と実践 

特色あるカリキュラムづくりの理論と

実践に関する理解を深め、課題を発見

し、具体的な対応を立案・検討する力

を養う。 

●各教科等における特色あるカリキュラムづくりを行うため

の原理について深い理解を有し、学校現場の事例を題材として

現状の問題を発見し、具体的な対応策を立案・検討することが

できる。 

●個に応じた指導を行い、個や集団に応じた学習環境を構成す

るための実践的知識について深い理解を有し、学校現場の事例

を題材として現状の課題を発見し、具体的な対応策を立案・検

討することができる。 

教
科
等
の
実
践
的
な
指
導
方
法
に
関
す
る
領
域 

授業の指導計画と教材

研究の演習 

授業の指導計画と教材研究に関する理

解を深め、課題を発見し、具体的な対

応を立案・検討する力を養う。 

●各教科等における適切な学習指導を構想し、指導案を作成す

るための原理について深い理解を有し、学校現場の事例を題材

として現状の課題を発見し、具体的な対応策を立案・検討する

ことができる。 

●各教科等の教材研究の方法と教材開発を行うための実践的

知識について深い理解を有し、学校現場の事例を題材として現

状の課題を発見し、具体的な対応策を立案・検討することがで

きる。 

●新しい学びに対応した教材を開発するための実践的知識に

ついて深い理解を有し、学校現場の事例を題材として現状の課

題を発見し、具体的な対応策を立案・検討することができる。

授業での学習支援と指

導法に関する事例分析

授業での学習支援と指導法に関する理

解を深め、課題を発見し、具体的な対

応を立案・検討する力を養う。 

●確かな学力の形成を促すための指導法について深い理解を

有し、授業実践例を題材として現状の課題を発見し、具体的な

対応策を立案・検討することができる。 

●確かな学力の形成を促す学習集団の構成に関する実践的知

識について深い理解を有し、学校現場の事例を題材として現状

の課題を発見し、具体的な対応策を立案・検討することができ

る。 

●各教科等の評価の基準を策定し、学力を適切に評価するため

の原理について深い理解を有し、学校現場の事例を題材として

現状の課題を発見し、具体的な対応策を立案・検討することが

できる。 

●ICT を活用した指導法について深い理解を有し、学校現場の

事例を題材として現状の課題を発見し、具体的な対応策を立

案・検討することができる。 

生
徒
指
導
及
び
教
育
相
談
に
関
す
る

領
域 

子どもの問題行動や規

範意識に関する事例研

究 

子どもたちの問題行動や規範意識に関

する理解を深め、課題を発見し、具体

的な対応を立案・検討する力を養う。 

●子どもたちの問題行動の現状と背景について深い理解を有

し、学校現場の事例を題材として現状の課題を発見し、具体的

な対応策を立案・検討することができる。 

●生徒指導や道徳教育の原理について深い理解を有し、学校現

場の事例を題材として現状の課題を発見し、具体的な対応策を

立案・検討することができる。 

子ども支援の実践研究

子ども支援に関する理解を深め、課題

を発見し、具体的な対応を立案・検討

する力を養う。 

●教育相談に関する実践的知識について深い理解を有し、学校

現場の事例を題材として現状の課題を発見し、具体的な対応策

を立案・検討することができる。 

●特別支援教育に関する実践的知識について深い理解を有し、

学校現場の事例を題材として現状の課題を発見し、具体的な対

応策を立案・検討することがで 
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学
級
経
営
及
び
学
校
経
営
に
関
す
る
領
域 

学校組織マネジメント

の実践演習 

学校組織マネジメントに関する理解を

深め、課題を発見し、具体的な対応を

立案・検討する力を養う。 

●学校における経営計画に関する実践的知識について深い理

解を有し、学校現場の事例を題材として現状の課題を発見し、

具体的な対応策を立案・検討することができる。 

●学校経営上の問題に関する実践的知識について深い理解を

有し、学校現場の事例を題材として現状の課題を発見し、具体

的な対応策を立案・検討することができる。 

●学校評価に基づく開かれた学校づくりの原理について深い

理解を有し、学校現場の事例を題材として現状の課題を発見

し、具体的な対応策を立案・検討することができる。 

子どもを活かす学級経

営の実践演習 

子どもたちを活かす学級経営に関する

理解を深め、課題を発見し、具体的な

対応を立案・検討する力を養う。 

●学級における経営計画に関する実践的知識について深い理

解を有し、学校現場の事例を題材として現状の課題を発見し、

具体的な対応策を立案・検討することができる。 

●学級経営上の問題に関する実践的知識について深い理解を

有し、学校現場の事例を題材として現状の課題を発見し、具体

的な対応策を立案・検討することができる。 

●子どもたちを活かす学級経営の方法に関する実践的知識に

ついて深い理解を有し、学校現場の事例を題材として現状の課

題を発見し、具体的な対応策を立案・検討することができる。

学
校
教
育
と
教
員
の
在
り
方
に
関
す
る
領
域 

教員の社会的役割と自

己啓発 

教員の社会的役割や自己啓発に関する

理解を深め、課題を発見し、具体的な

対応を立案・検討する力を養う。 

●現代社会における学校教育の役割と現代的課題の解決策に

関する実践的知識について深い理解を有し、学校現場の事例を

題材として現状の課題を発見し、具体的な対応策を立案・検討

することができる。 

●教員の社会的・職業的倫理に関する実践的知識について深い

理解を有し、学校現場の事例を題材として現状の課題を発見

し、具体的な対応策を立案・検討することができる。 

●教職生活を通した学びとメンタルヘルスの維持に関する実

践的知識について深い理解を有し、学校現場の事例を題材とし

て現状の課題を発見し、具体的な対応策を立案・検討すること

ができる。 

●教員に求められるコミュニケーション技法に関する実践的

知識について深い理解を有し、学校現場の事例を題材として現

状の課題を発見し、具体的な対応策を立案・検討することがで

きる。 

教員のための人権教育

の理論と方法 

教員に必要な人権教育に関する理解を

深め、課題を発見し、具体的な対応を

立案・検討する力を養う。 

●人権教育の基本的事項について深い理解を有し、学校現場の

事例を題材として現状の課題を発見し、具体的な対応策を立

案・検討することができる。 

●人権教育の授業づくりに関する実践的知識について深い理

解を有し、学校現場の事例を題材として現状の課題を発見し、

具体的な対応策を立案・検討することができる。 

●子どもの人権と教育実務における留意事項に関する実践的

知識について深い理解を有し、学校現場の事例を題材として現

状の課題を発見し、具体的な対応策を立案・検討することがで

きる。 

●現代の教師－子ども関係の在り方に関する実践的知識につ

いて深い理解を有し、学校現場の事例を題材として現状の課題

を発見し、具体的な対応策を立案・検討することができる。

 

  ２）学校経営コース科目 
科目 

区分 
授業科目の名称 一般目標 到達目標 

学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
領
域 

教育法規の解釈・運用

に関する実践研究 

教育法規の解釈・運用に関する理解を

深め、課題を発見し、具体的な対応を

立案・検討する力を養う。 

●教育法規の基本事項について深い理解を有し、学校現場の事

例を題材として現状の課題を発見し、具体的な対応策を立案・

検討することができる。 

●学校実務における教育法規の解釈・運用に関する実践的知識

について深い理解を有し、学校現場の事例を題材として現状の

課題を発見し、具体的な対応策を立案・検討することができる。

学校マネジメントの実

践研究１ 

学校のカリキュラム的側面を中心に学

校マネジメントに関する理解を深め、

課題を発見し、具体的な対応を立案・

検討する力を養う。 

●学校経営計画に関する実践的知識について深い理解を有し、

学校現場の事例を題材として現状の課題を発見し、具体的な対

応策を立案・検討することができる。 

●教育課程経営に関する実践的知識について深い理解を有し、

学校現場の事例を題材として現状の課題を発見し、具体的な対

応策を立案・検討することができる。 

●学校評価に関する実践的知識について深い理解を有し、学校

現場の事例を題材として現状の課題を発見し、具体的な対応策

を立案・検討することができる。 

●学校経営計画と学校評価に関する実践的知識について深い

理解を有し、現在の勤務校等を題材として現状の課題を発見

し、具体的な対応策を立案・検討することができる。 
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学校マネジメントの実

践研究２ 

学校の組織的側面を中心に学校マネジ

メントに関する理解を深め、課題を発

見し、具体的な対応を立案・検討する

力を養う。 

●組織マネジメントの理論に関する実践的知識について深い

理解を有し、学校現場の事例を題材として現状の課題を発見

し、具体的な対応策を立案・検討することができる。 

●学校組織開発に関する実践的知識について深い理解を有し、

学校現場の事例を題材として現状の課題を発見し、具体的な対

応策を立案・検討することができる。 

●学校財務・事務の能力開発に関する実践的知識について深い

理解を有し、学校現場の事例を題材として現状の課題を発見

し、具体的な対応策を立案・検討することができる。 

●学校組織マネジメントに関する実践的知識について深い理

解を有し、現在の勤務校等を題材として現状の課題を発見し、

具体的な対応策を立案・検討することができる。 

組
織
と
し
て
の
危
機
管
理
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
に
関
す
る
領

域 

学校危機管理の理論と

プログラム開発 

学校危機管理の理論とプログラム開発

に関する理解を深め、課題を発見し、

具体的な対応を立案・検討する力を養

う。 

●学校危機管理に関する実践的知識について深い理解を有し、

学校現場の事例を題材として現状の課題を発見し、具体的な対

応策を立案・検討することができる。 

●学校危機管理の計画立案に関する実践的知識について深い

理解を有し、現在の勤務校等を題材として現状の課題を発見

し、具体的な対応策を立案・検討することができる。 

学校間連携・地域連携

の実践研究 

学校間連携・地域連携に関する理解を

深め、課題を発見し、具体的な対応を

立案・検討する力を養う。 

●学校間連携・校種間連携等に関する実践的知識について深い

理解を有し、学校現場の事例を題材として現状の課題を発見

し、具体的な対応策を立案・検討することができる。 

●地域資源を活用して開かれた学校づくりを進めるための実

践的知識について深い理解を有し、学校現場の事例を題材とし

て現状の課題を発見し、具体的な対応策を立案・検討すること

ができる。 

●学校参加と学校運営協議会制度（コミュニティースクール）

に関する実践的知識について深い理解を有し、学校現場の事例

を題材として現状の課題を発見し、具体的な対応策を立案・検

討することができる。 

●学校間連携・地域連携の計画立案に関する実践的知識につい

て深い理解を有し、現在の勤務校等を題材として現状の課題を

発見し、具体的な対応策を立案・検討することができる。 

教
職
員
の
職
能
開
発
に
関
す
る
領
域 

教職員の人材育成に関

する理論とプログラム

開発 

教職員の人材育成に関する理論とプロ

グラム開発に関する理解を深め、課題

を発見し、具体的な対応を立案・検討

する力を養う。 

●スクールリーダーの役割に関する実践的知識について深い

理解を有し、学校現場の事例を題材として現状の課題を発見

し、具体的な対応策を立案・検討することができる。 

●コーチングやメンタリングの理論に関する実践的知識につ

いて深い理解を有し、学校現場の事例を題材として現状の課題

を発見し、具体的な対応策を立案・検討することができる。

●教職員評価に関する実践的知識について深い理解を有し、学

校現場の事例を題材として現状の課題を発見し、具体的な対応

策を立案・検討することができる。 

●ミドルリーダーの能力開発に関する実践的知識について深

い理解を有し、学校現場の事例を題材として現状の課題を発見

し、具体的な対応策を立案・検討することができる。 

●校内研修・行政研修の計画立案に関する実践的知識について

深い理解を有し、現在の勤務校等を題材として現状の課題を発

見し、具体的な対応策を立案・検討することができる。 

校内研究の理論とプロ

グラム開発 

校内研究の理論とプログラム開発に関

する理解を深め、課題を発見し、具体

的な対応を立案・検討する力を養う。 

●教育課程経営における校内研究の役割に関する実践的知識

について深い理解を有し、学校現場の事例を題材として現状の

課題を発見し、具体的な対応策を立案・検討することができる。

●教育データ（学力テストやアンケート結果等）の分析方法や

授業改善に関する実践的知識について深い理解を有し、学校現

場の事例を題材として現状の課題を発見し、具体的な対応策を

立案・検討することができる。 

●教員の職能開発に資する校内研究についての実践的知識に

ついて深い理解を有し、学校現場の事例を題材として現状の課

題を発見し、具体的な対応策を立案・検討することができる。

●校内研究の計画立案に関する実践的知識について深い理解

を有し、現在の勤務校等を題材として現状の課題を発見し、具

体的な対応策を立案・検討することができる。 

 学校マネジメント研究
 ■各自の研究テーマの追求・検証 

■学校実習、教育体験等の省察 
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  ３）教職実践コース科目 
科目 

区分 
授業科目の名称 一般目標 到達目標 

教
科
等
の
教
材
開
発
、
授
業
改
善
に
関
す
る
領
域 

教材開発演習 

教材開発に関する理解を深め、課題を

発見し、具体的な対応を立案・検討す

る力を養う。 

●教科指導における教材研究に関する実践的知識について深

い理解を有し、学校現場の事例を題材として現状の課題を発見

し、具体的な対応策を立案・検討することができる。 

●新しい学びに対応した教材開発を行うための実践的知識に

ついて深い理解を有し、学校現場の事例を題材として現状の課

題を発見し、具体的な対応策を立案・検討することができる。

授業分析演習 

授業分析に関する理解を深め、課題を

発見し、具体的な対応を立案・検討す

る力を養う。 

●授業分析技術向上のための実践的知識について深い理解を

有し、学校現場の事例を題材として現状の課題を発見し、具体

的な対応策を立案・検討することができる。 

●学習評価の理論に関する実践的知識について深い理解を有

し、学校現場の事例を題材として現状の課題を発見し、具体的

な対応策を立案・検討することができる。 

ICT 活用実践演習 

ICT 活用に関する理解を深め、課題を発

見し、具体的な対応を立案・検討する

力を養う。 

●ICT を活用した指導法の実践的知識について深い理解を有

し、学校現場の事例を題材として現状の課題を発見し、具体的

な対応策を立案・検討することができる。 

●ICT を活用して教材を開発するための実践的知識について

深い理解を有し、学校現場の事例を題材として現状の課題を発

見し、具体的な対応策を立案・検討することができる。 

人
間
形
成
・
発
達
援
助
に
関
す
る
領
域 

すべての個性を活かす

教育環境の構成 

すべての個性を活かす教育環境の構成

に関する理解を深め、課題を発見し、

具体的な対応を立案・検討する力を養

う。 

●発達や学習の個人差に関するアセスメントの理論について

深い理解を有し、学校現場の事例を題材として現状の課題を発

見し、具体的な対応策を立案・検討することができる。 

●子どもたちの個人差を踏まえて教育環境・支援体制を構築す

るための実践的知識について深い理解を有し、学校現場の事例

を題材として現状の課題を発見し、具体的な対応策を立案・検

討することができる。 

●ユニバーサルデザイン化された学校・教室・授業づくりに関

する実践的知識について深い理解を有し、学校現場の事例を題

材として現状の課題を発見し、具体的な対応策を立案・検討す

ることができる。 

学校カウンセリング・

コンサルテーションの

実践研究 

学校カウンセリング・コンサルテーシ

ョンに関する理解を深め、課題を発見

し、具体的な対応を立案・検討する力

を養う。 

●子どもの心理的問題や不登校に関する実践的知識について

深い理解を有し、学校現場の事例を題材として現状の課題を発

見し、具体的な対応策を立案・検討することができる。 

●カウンセリングマインドを活かした子どもとの関係づくり

に関する実践的知識について深い理解を有し、学校現場の事例

を題材として現状の課題を発見し、具体的な対応策を立案・検

討することができる。 

●学校におけるカウンセリングに関する実践的知識について

深い理解を有し、学校現場の事例を題材として現状の課題を発

見し、具体的な対応策を立案・検討することができる。 

●専門機関・専門家・家庭との連携の方法やチーム援助に関す

る実践的知識について深い理解を有し、学校現場の事例を題材

として現状の課題を発見し、具体的な対応策を立案・検討する

ことができる。 

安心して成長できる学

校環境づくりの探究 

安心して成長できる学校環境づくりに

関する理解を深め、課題を発見し、具

体的な対応を立案・検討する力を養う 

●いじめや非行への対応に関する実践的知識について深い理

解を有し、学校現場の事例を題材として現状の課題を発見し、

具体的な対応策を立案・検討することができる。 

●道徳教育をベースとした学校・学級づくりのための実践的知

識について深い理解を有し、学校現場の事例を題材として現状

の課題を発見し、具体的な対応策を立案・検討することができ

る。 

●学校における危機対応のための実践的知識について深い理

解を有し、学校現場の事例を題材として現状の課題を発見し、

具体的な対応策を立案・検討することができる。 

●保護者対応のための基本的考え方について深い理解を有し、

学校現場の事例を題材として現状の課題を発見し、具体的な対

応策を立案・検討することができる。 
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自立した個を育てる教

育活動の実際 

自立した個を育てる教育活動に関する

理解を深め、課題を発見し、具体的な

対応を立案・検討する力を養う。 

●教科指導を通したキャリア教育を行うための実践的知識に

ついて深い理解を有し、学校現場の事例を題材として現状の課

題を発見し、具体的な対応策を立案・検討することができる。

●自律的な学習者を育て，社会的自立につなげる教科指導を行

うための実践的知識について深い理解を有し、学校現場の事例

を題材として現状の課題を発見し、具体的な対応策を立案・検

討することができる。 

●子どもの自己表現・自己理解・自己開発を促す教育活動を行

うための実践的知識について深い理解を有し、学校現場の事例

を題材として現状の課題を発見し、具体的な対応策を立案・検

討することができる。 

現
代
的
教
育
課
題
へ
の
対
応
に
関
す
る
領
域

大分県における教育課

題の探究 

大分県における教育課題に関する理解

を深め、課題を発見し、具体的な対応

を立案・検討する力を養う。 

●幼保小，小中，中高の連携・一貫教育などにおける学びの接

続のための原理ついて理解を深め、学校現場の事例を題材とし

て現状の課題を発見し、具体的な対応策を立案・検討すること

ができる。 

●教育課題を解決するための社会的資源の活用に関する実践

的知識について深い理解を有し、学校現場の事例を題材として

現状の課題を発見し、具体的な対応策を立案・検討することが

できる。 

●地域の現状に即した防災教育や安全教育の実施に関する実

践的知識について深い理解を有し、学校現場の事例を題材とし

て現状の課題を発見し、具体的な対応策を立案・検討すること

ができる。 

●地域特性を踏まえた教育を行うための実践的知識について

深い理解を有し、学校現場の事例を題材として現状の課題を発

見し、具体的な対応策を立案・検討することができる。 

教育実践研究 
 ■各自の研究テーマの追求・検証 

■学校実習、教育体験等の省察 

 
  ４）実習科目 
科目 

区分 
授業科目の名称 一般目標 到達目標 

実
習
（
学
校
経
営
コ
ー
ス
） 

学校経営実地研究Ⅰ 

学校経営計画、学校財務、学校評価な

どの学校現場の実務を経験することを

通じて、管理職候補者をはじめとする

指導的役割を果たしうるスクールリー

ダーとしての資質・能力を養成するこ

とを目的とする。 

●管理職(校長・教頭)の職務についての理解を有し，管理職の

現状と課題を把握することができる 

学校経営実地研究Ⅱ 

学校経営実地研究Ⅰを踏まえ、管理職

(校長・教頭)の職務について適宜補佐

することを通じて、観察・体験し、学

校管理者として新しい学校づくりの方

策を立案する能力を養うことを目的と

する。 

●管理職の職務について必要な補佐を行うことができる。 

●新しい学校づくりへ向けた方策立案を行うことができる。

学校経営実地研究Ⅲ 

学校経営実地研究Ⅰ・Ⅱを踏まえ、管

理職(校長・教頭)として新しい学校づ

くりに従事し、学校管理者としての資

質・能力を形成することを目的とする。

●管理職として学校経営に関する各種の計画を実施し評価す

ることができる。 

●学校管理者としての十分な資質・能力を獲得する。 

実
習
（
教
職
実
践
コ
ー
ス
） 

学校実践実地研究Ⅰ 

（課題発見実習） 

学校現場における教育活動と理論的・

実践的な省察を通じて、学校現場にお

ける現代的教育課題を発見し、教育実

践研究の課題（テーマ）を明らかにす

ることを目的とする 

●学校現場における現代的教育課題を発見することができる。

●教育実践研究の具体的な課題（テーマ）を設定することがで

きる。 

学校実践実地研究Ⅱ 

（課題探究実習） 

学校実践実地研究Ⅰで明らかにされた

教育実践研究の課題(テーマ)につい

て、実践分析等を通じて考察を深め、

課題解決にむけた具体的な方策を構想

することを目的とする。 

●教育実践研究の課題(テーマ)を分析し考察を深めることが

できる。 

●課題解決にむけた具体的な方策を構想することができる。

学校実践実地研究Ⅲ 

（課題解決実習） 

学校実践実地研究Ⅱにおける分析・考

察から導き出された具体的な方策を学

校現場で実践し、その経過および結果

に関する分析を通じて、その教育的実

効性を検証することを目的とする。 

●自らの設定した方策を学校現場において実践することがで

きる。 

●自らの設定した方策の教育的実効性を検証することができ

る。 

研
究 

報
告 

教育実践研究報告書 

理論と実践の往還の観点から、２年間

の学習・研究を振り返り、報告書にま

とめることを目的とする。 

●各自の研究テーマの総括を行うことができる。 

●学校実習や教育体験等を理論的に分析することができる。
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◆学校経営コース（1年次） 共通科目 コース科目 ※下段は，担当教員

前期 月 火 水 木

教育課程編成の
理論と実践

教員の社会的役割と
自己啓発

授業での学習支援と指導法
に関する事例分析

研⑤　実②　兼②③ 研⑦　実② 研②　実④　実⑥

学校組織マネジメントの
実践演習

学校危機管理の理論と
プログラム開発

子ども支援の実践研究

研④　実② 研①　研④　実② 研③　実③

教育法規の解釈・運用に
関する実践研究

研⑥　実①

4

5 学校マネジメント研究

集中等 学校経営実地研究Ⅰ

後期 月 火 水 木

特色あるカリキュラム
づくりの理論と実践

子どもを活かす
学級経営の実践演習

研②　実① 研③　実③　実⑤

教職員の人材育成に関する
理論とプログラム開発

学校間連携・地域連携の
実践研究

研⑦　実① 研①　研⑥　研⑦　実①

校内研究の理論と
プログラム開発

研①　研⑦　実②

4

5 学校マネジメント研究

集中等 学校経営実地研究Ⅱ

◆学校経営コース（2年次） 共通科目 コース科目

前期 月 火 水 木

1

2

3

4

5 学校マネジメント研究

集中等 学校経営実地研究Ⅲ

後期 月 火 水 木

1

2

3

4

5 学校マネジメント研究

集中等 学校経営実地研究Ⅲ 　１０月～１１月（１５日間）　週３日（火・水・木曜日）に実施

授業の指導計画と
教材研究の演習

研⑤　実④

　４月～７月（１０日間）週１日(木曜日)に実施

　５月～６月（１０日間）　週３日（火・水・木曜日）に実施

資料８　：　学生時間割

1

2

3

1

2

3

教員のための
人権教育の理論と方法

金

金

研①　実③　実⑤

大分県における
教育課題の探究

　１１月～１２月（１５日間）　３週間連続（月～金曜日）に実施
　　　　　　　　　　　　　　　　※実習期間中の講義は木曜日の「学校マネジメント研究」だけとなる。

研⑥　実①

金

   研①　学校経営，　 研②　教科教育，  研③　学校心理，研④　教育経営，　研⑤　教育方法， 研⑥　教育行政，　研⑦　教師教育

   実①　学校経営，　実②　学校経営，　実③　特別支援教育，　実④　学習指導，　実⑤　生徒指導，　実⑥　学習指導（ICT）　兼①②③  兼担教員

研③　実⑤

子どもの問題行動や
規範意識に関する事例研究

金

研①　研④　実②

学校マネジメントの
実践研究１

研①　研④　研⑥　実①

学校マネジメントの
実践研究２
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◆教職実践コース（1年目） 共通科目 コース科目 ※下段は，担当教員

前期 月 火 水 木

教育課程編成の
理論と実践

教員の社会的役割と
自己啓発

授業での学習支援と指導法
に関する事例分析

研⑤　実②　兼②③ 研⑦　実② 研②　実④　実⑥

学校組織マネジメントの
実践演習

ICT活用実践演習 子ども支援の実践研究

研④　実② 研②　実⑥　兼① 研③　実③

安心して成長できる学校環
境づくりの探究

研③　実⑤

4

5 教育実践研究

集中等 学校実践実地研究Ⅰ

後期 月 火 水 木

特色あるカリキュラム
づくりの理論と実践

子どもを活かす
学級経営の実践演習

研②　実① 研③　実③　実⑤

教材開発演習
学校カウンセリング・コンサル

テーションの実践研究

研②　研⑤　実④　実⑥ 研③　実③　実⑤

自立した個を育てる
教育活動の実際

研②　実③　実④

4

5 教育実践研究

集中等 学校実践実地研究Ⅱ

◆教職実践コース（2年目） 共通科目 コース科目

前期 月 火 水 木

1

2

3

4

5 教育実践研究

集中等 学校実践実地研究Ⅲ

後期 月 火 水 木

1

2

3

4

5 教育実践研究

集中等 学校実践実地研究Ⅲ

1

　４月～７月（１０日間）週１日(木曜日)に実施

研⑥　実①

教員のための
人権教育の理論と方法

2

研③　実③　実⑤

すべての個性を活かす
教育環境の構成

授業分析演習

研②　実④

研⑤　実④

授業の指導計画と
教材研究の演習

研③　実⑤

子どもの問題行動や
規範意識に関する事例研究

金

金

金

　５月～６月（１０日間）　週３日（火・水・木曜日）に実施

3

1

2

3

研①　実③　実⑤

大分県における
教育課題の探究

　１１月～１２月（１５日間）　３週間連続（月～金曜日）に実施
　　　　　　　　　　　　　　　　※実習期間中の講義は木曜日の「教育実践研究」だけとなる。

金

　１０月～１１月（１５日間）　週３日（火・水・木曜日）に実施

   研①　学校経営，　 研②　教科教育，  研③　学校心理，研④　教育経営，　研⑤　教育方法， 研⑥　教育行政，　研⑦　教師教育

   実①　学校経営，　実②　学校経営，　実③　特別支援教育，　実④　学習指導，　実⑤　生徒指導，　実⑥　学習指導（ICT）　兼①②③  兼担教員
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資料９：履修モデル 

 

授業科目名 

学校経営コース 教職実践コース 

管理職候補 

現職教員 

中堅 

現職教員 

新卒学生 

 

 

 

共

通

科

目 

教育課程編成の理論と実践 ○（免除可） ○ ○ 

特色あるカリキュラムづくりの理論と実践 ○ ○ ○ 

授業の指導計画と教材研究の演習 ○（免除可） ○ ○ 

授業での学習支援と指導法に関する事例分析 ○ ○ ○ 

子どもの問題行動や規範意識に関する事例研

究 
○

（どちらか一

方を免除可） 
○ ○ 

子ども支援の実践研究 ○ ○ ○ 

学校組織マネジメントの実践演習 ○ ○ ○ 

子どもを活かす学級経営の実践演習 ○ ○ ○ 

教員の社会的役割と自己啓発 ○ （どちらか一

方を免除可） 

○ ○ 

教員のための人権教育の理論と方法 ○ ○ ○ 

履修単位数（小計） 20（免除した場合12） 20 20

学
校
経
営
コ
ー
ス
科
目 

教育法規の解釈・運用に関する実践研究 ○ － － 

学校マネジメントの実践研究１ ○ － － 

学校マネジメントの実践研究２ ○ － － 

学校危機管理の理論とプログラム開発 ○ － － 

学校間連携・地域連携の実践研究 ○ － － 

教職員の人材育成に関する理論とプログラム

開発 
○ － － 

校内研究の理論とプログラム開発 ○ － － 

学校マネジメント研究 ○（4単位）   

履修単位数（小計） 18 0 0

教
職
実
践
コ
ー
ス
科
目 

教材開発演習 － 
△（1科目選択） 

○ 

授業分析演習 － ○ 

ICT活用実践演習 － ○ 

4科目以上 

履修する 

すべての個性を活かす教育環境の構成 － ○ 

学校カウンセリング・コンサルテーションの

実践研究 

－ ○ 

安心して成長できる学校環境づくりの探究 － ○ 

自立した個を育てる教育活動の実際 － ○ 

大分県における教育課題の探究 △（履修可） ○ ○ 

教育実践研究 － ○（4単位） ○（4単位） 

履修単位数（小計） 0 18 18

学校実習（学校経営実地研究Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ） 

学校実習（学校実践実地研究Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ） 
○ ○ ○ 

履修単位数（小計） 10 10 10

教育実践研究報告書 ○ ○ ○ 

             履修単位数（小計） 2 2 2

総履修単位数（合計） 50 50 50
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資
料

１
１

：
学

校
に

お
け

る
実

習
の

体
系

2 年 次

後 期 ・ 前 期

1 年 次

後 期

学
校

管
理

者
と

し
て

先
進

的
な

取
り

組
み

の
理

解
新

し
い

学
校

づ
く
り

の
方

策
立

案
課

題
解

決
に

向
け

た
具

体
的

方
策

構
想

5
単

位
（
2
5
日

間
）

現
任

校
5
単

位
（
2
5
日

間
）

現
任

校

5
単

位
（
2
5
日

間
）

連
携

協
力

校
（
1
3
校

）
お

よ
び

附
属

校
園

（
主

た
る

免
許

と
同

じ
校

種
）

新
し

い
学

校
づ

く
り

へ
の

実
践

と
学

校
管

理
者

と
し

て
の

資
質

・能
力

形
成

具
体

的
方

策
の

実
践

と
教

育
的

実
効

性
の

検
証

3
単

位
（
1
5
日

間
）

連
携

協
力

校
（1

3校
）お

よ
び

附
属

校
園

（幼
・小

・中
・特

支
）

（現
任

校
と

同
じ

校
種

）

3
単

位
（
1
5
日

間
）

連
携

協
力

校
（1

3校
）お

よ
び

附
属

校
園

（幼
・小

・中
・特

支
）

（現
職

教
員

：現
任

校
と

同
じ

校
種

）
（ス

ト
レ

ー
ト

マ
ス

タ
ー

：主
た

る
免

許
と

同
じ

校
種

）

現
職

教
員

学
生

現
職

教
員

学
生

ス
ト

レ
ー

ト
マ

ス
タ

ー

1 年 次

前 期

2
単

位
（
1
0
日

間
）

附
属

校
園

（
幼

・
小

・
中

・
特

支
）
お

よ
び

連
携

協
力

校
（
公

立
高

等
学

校
）

*上
記

5校
種

す
べ

て
で

実
習

2
単

位
（
1
0
日

間
）

附
属

校
園

（幼
・小

・中
・特

支
）お

よ
び

連
携

協
力

校
（公

立
高

等
学

校
）

*上
記

5校
種

す
べ

て
で

実
習

管
理

職
の

職
務

観
察

（
他

校
種

間
の

共
通

点
と

相
違

点
を

理
解

す
る

）
学

校
現

場
に

お
け

る
現

代
的

教
育

課
題

の
発

見
（他

校
種

間
の

共
通

点
と

相
違

点
を

理
解

す
る

）

学
校

経
営

実
地

研
究
Ⅲ

学
校

経
営

コ
ー

ス
教

職
実

践
コ

ー
ス

学 校 マ ネ ジ メ ン ト 研 究 （ 省 察 科 目 ）

教 育 実 践 研 究 （ 省 察 科 目 ）

学
校

経
営

実
地

研
究
Ⅱ

学
校

経
営

実
地

研
究
Ⅰ

学
校

実
践

実
地

研
究

Ⅲ

学
校

実
践

実
地

研
究

Ⅱ

学
校

実
践

実
地

研
究
Ⅰ
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共通科目 コース科目 実習科目

研究者教員①　学校経営

前期 月 火 水 木 金

1

2
学校危機管理の理論と

プログラム開発

3
学校マネジメントの

実践研究１

4

5 学校マネジメント研究

後期 月 火 水 木 金

1

2
学校間連携・地域連携の

実践研究
学校マネジメントの

実践研究２

3
校内研究の理論と

プログラム開発
大分県における
教育課題の探究

4

5 学校マネジメント研究

研究者教員④　教育経営

前期 月 火 水 木 金

1

2
学校組織マネジメントの

実践演習
学校危機管理の理論と

プログラム開発

3
学校マネジメントの

実践研究１

4

5 学校マネジメント研究

後期 月 火 水 木 金

1

2
学校マネジメントの

実践研究２

3

4

5 学校マネジメント研究

研究者教員⑥　教育行政

前期 月 火 水 木 金

1

2

3
教育法規の解釈・運用に

関する実践研究

4

5 学校マネジメント研究

後期 月 火 水 木 金

1
教員のための

人権教育の理論と方法

2
学校間連携・地域連携の

実践研究
学校マネジメントの

実践研究２

3

4

5 学校マネジメント研究

資料１２ ： 教育実習担当教員の勤務モデル

11月～12月の3週間
学校経営実地研究Ⅱ

（巡回指導）

11月～12月の3週間
学校経営実地研究Ⅱ

（巡回指導）

○ 学校経営コース

10月～11月の15日間
学校経営実地研究Ⅲ

（巡回指導）

10月～11月の15日間
学校経営実地研究Ⅲ

（巡回指導）

11月～12月の3週間
学校経営実地研究Ⅱ

（巡回指導）

11月～12月の3週間
学校経営実地研究Ⅱ

（巡回指導）

10月～11月の15日間
学校経営実地研究Ⅲ

（巡回指導）

10月～11月の15日間
学校経営実地研究Ⅲ

（巡回指導）

4月～7月の10日間
学校経営実地研究Ⅰ

（巡回指導）

10月～11月の15日間
学校経営実地研究Ⅲ

（巡回指導）

10月～11月の15日間
学校経営実地研究Ⅲ

（巡回指導）

4月～6月の10日間
学校経営実地研究Ⅲ

（巡回指導）

11月～12月の3週間
学校経営実地研究Ⅱ

（巡回指導）

4月～6月の10日間
学校経営実地研究Ⅲ

（巡回指導）

4月～7月の10日間
学校経営実地研究Ⅰ

（巡回指導）

4月～6月の10日間
学校経営実地研究Ⅲ

（巡回指導）

5月～6月の10日間
学校経営実地研究Ⅲ

（巡回指導）

4月～7月の10日間
学校経営実地研究Ⅰ

（巡回指導）

5月～6月の10日間
学校経営実地研究Ⅲ

（巡回指導）

5月～6月の10日間
学校経営実地研究Ⅲ

（巡回指導）

11月～12月の3週間
学校経営実地研究Ⅱ

（巡回指導）
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研究者教員⑦　教師教育

前期 月 火 水 木 金

1
教員の社会的役割と

自己啓発

2

3

4

5 学校マネジメント研究

後期 月 火 水 木 金

1

2
教職員の人材育成に関する

理論とプログラム開発
学校間連携・地域連携の

実践研究

3
校内研究の理論と

プログラム開発

4

5 学校マネジメント研究

実務家教員①学校経営（主として教育行政経験者）

前期 月 火 水 木 金

1

2

3
教育法規の解釈・運用に

関する実践研究

4

5 学校マネジメント研究

後期 月 火 水 木 金

1
特色あるカリキュラム
づくりの理論と実践

教員のための
人権教育の理論と方法

2
教職員の人材育成に関する

理論とプログラム開発
学校間連携・地域連携の

実践研究
学校マネジメントの

実践研究２

3

4

5 学校マネジメント研究

実務家教員②学校経営（主として学校管理職経験者）

前期 月 火 水 木 金

1
教育課程編成の

理論と実践
教員の社会的役割と

自己啓発

2
学校組織マネジメントの

実践演習
学校危機管理の理論と

プログラム開発

3
学校マネジメントの

実践研究１

4

5 学校マネジメント研究

後期 月 火 水 木 金

1

2

3
校内研究の理論と

プログラム開発

4

5 学校マネジメント研究

10月～11月の15日間
学校経営実地研究Ⅲ

（巡回指導）

10月～11月の15日間
学校経営実地研究Ⅲ

（巡回指導）

11月～12月の3週間
学校経営実地研究Ⅱ

（巡回指導）

11月～12月の3週間
学校経営実地研究Ⅱ

（巡回指導）

10月～11月の15日間
学校経営実地研究Ⅲ

（巡回指導）

10月～11月の15日間
学校経営実地研究Ⅲ

（巡回指導）

4月～7月の10日間
学校経営実地研究Ⅰ

（巡回指導）

4月～6月の10日間
学校経営実地研究Ⅲ

（巡回指導）

4月～7月の10日間
学校経営実地研究Ⅰ

（巡回指導）

4月～6月の10日間
学校経営実地研究Ⅲ

（巡回指導）
5月～6月の10日間

学校経営実地研究Ⅲ
（巡回指導）

5月～6月の10日間
学校経営実地研究Ⅲ

（巡回指導）

11月～12月の3週間
学校経営実地研究Ⅱ

（巡回指導）

11月～12月の3週間
学校経営実地研究Ⅱ

（巡回指導）

○ 学校経営コース

4月～7月の10日間
学校経営実地研究Ⅰ

（巡回指導）

10月～11月の15日間
学校経営実地研究Ⅲ

（巡回指導）

11月～12月の3週間
学校経営実地研究Ⅱ

（巡回指導）

5月～6月の10日間
学校経営実地研究Ⅲ

（巡回指導）

10月～11月の15日間
学校経営実地研究Ⅲ

（巡回指導）

11月～12月の3週間
学校経営実地研究Ⅱ

（巡回指導）

4月～6月の10日間
学校経営実地研究Ⅲ

（巡回指導）
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共通科目 コース科目 実習科目 学部等担当授業科目

研究者教員②　教科教育

前期 月 火 水 木 金

1
授業での学習支援と指導法

に関する事例分析

2 ICT活用実践演習

3 授業分析演習

4

5 教育実践研究

後期 月 火 水 木 金

1
特色あるカリキュラム
づくりの理論と実践

2 教材開発演習

3
自立した個を育てる

教育活動の実際

4

5 教育実践研究

研究者教員③　学校心理

前期 月 火 水 木 金

1
子どもの問題行動や

規範意識に関する事例研究

2 子ども支援の実践研究

3
安心して成長できる

学校環境づくりの探究

4

5 教育実践研究

後期 月 火 水 木 金

1
子どもを活かす

学級経営の実践演習

2
学校カウンセリング・コンサル

テーションの実践研究
すべての個性を活かす

教育環境の構成

3

4

5 教育実践研究

研究者教員⑤　教育方法

前期 月 火 水 木 金

1
教育課程編成の

理論と実践
授業システム論特論

2
授業の指導計画と
教材研究の演習

3

4

5 教育実践研究

後期 月 火 水 木 金

2 教材開発演習 生活科指導法（小）

3

4

5 教育実践研究

4月～7月の10日間
学校実践実地研究Ⅰ

（巡回指導）

11月～12月の3週間
学校実践実地研究Ⅱ

（巡回指導）

10月～11月の15日間
学校実践実地研究Ⅲ

（巡回指導）

11月～12月の3週間
学校実践実地研究Ⅱ

（巡回指導）

4月～6月の10日間
学校実践実地研究Ⅲ

（巡回指導）

10月～11月の15日間
学校実践実地研究Ⅲ

（巡回指導）

11月～12月の3週間
学校実践実地研究Ⅱ

（巡回指導）

○ 教職実践コース

10月～11月の15日間
学校実践実地研究Ⅲ

（巡回指導）

5月～6月の10日間
学校実践実地研究Ⅲ

（巡回指導）

5月～6月の10日間
学校実践実地研究Ⅲ

（巡回指導）

4月～7月の10日間
学校実践実地研究Ⅰ

（巡回指導）

4月～6月の10日間
学校実践実地研究Ⅲ

（巡回指導）

11月～12月の3週間
学校実践実地研究Ⅱ

（巡回指導）

10月～11月の15日間
学校実践実地研究Ⅲ

（巡回指導）

11月～12月の3週間
学校実践実地研究Ⅱ

（巡回指導）

5月～6月の10日間
学校実践実地研究Ⅲ

（巡回指導）

11月～12月の3週間
学校実践実地研究Ⅱ

（巡回指導）

4月～7月の10日間
学校実践実地研究Ⅰ

（巡回指導）

4月～6月の10日間
学校実践実地研究Ⅲ

（巡回指導）

10月～11月の15日間
学校実践実地研究Ⅲ

（巡回指導）

1 10月～11月の15日間
学校実践実地研究Ⅲ

（巡回指導）

生活科指導法（小）
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実務家教員③　特別支援教育

前期 月 火 水 木 金

1

2 子ども支援の実践研究

3

4

5 教育実践研究

後期 月 火 水 木 金

1
子どもを活かす

学級経営の実践演習

2
学校カウンセリング・コンサル

テーションの実践研究
すべての個性を活かす

教育環境の構成

3
自立した個を育てる

教育活動の実際
大分県における
教育課題の探究

4

5 教育実践研究

実務家教員④　学習指導

前期 月 火 水 木 金

1
授業での学習支援と指導法

に関する事例分析

2
授業の指導計画と
教材研究の演習

3 授業分析演習

4

5 教育実践研究

後期 月 火 水 木 金

1

2 教材開発演習

3
自立した個を育てる

教育活動の実際

4

5 教育実践研究

実務家教員⑤　生徒指導

前期 月 火 水 木 金

1
子どもの問題行動や

規範意識に関する事例研究

2

3
安心して成長できる

学校環境づくりの探究

4

5 教育実践研究

後期 月 火 水 木 金

1
子どもを活かす

学級経営の実践演習

2
学校カウンセリング・コンサル

テーションの実践研究
すべての個性を活かす

教育環境の構成

3
大分県における
教育課題の探究

4

5 教育実践研究

○ 教職実践コース

10月～11月の15日間
学校実践実地研究Ⅲ

（巡回指導）

11月～12月の3週間
学校実践実地研究Ⅱ

（巡回指導）

10月～11月の15日間
学校実践実地研究Ⅲ

（巡回指導）

11月～12月の3週間
学校実践実地研究Ⅱ

（巡回指導）

10月～11月の15日間
学校実践実地研究Ⅲ

（巡回指導）

11月～12月の3週間
学校実践実地研究Ⅱ

（巡回指導）

10月～11月の15日間
学校実践実地研究Ⅲ

（巡回指導）

11月～12月の3週間
学校実践実地研究Ⅱ

（巡回指導）

10月～11月の15日間
学校実践実地研究Ⅲ

（巡回指導）

11月～12月の3週間
学校実践実地研究Ⅱ

（巡回指導）

10月～11月の15日間
学校実践実地研究Ⅲ

（巡回指導）

11月～12月の3週間
学校実践実地研究Ⅱ

（巡回指導）

4月～7月の10日間
学校実践実地研究Ⅰ

（巡回指導）

4月～6月の10日間
学校実践実地研究Ⅲ

（巡回指導）
5月～6月の10日間

学校実践実地研究Ⅲ
（巡回指導）

4月～7月の10日間
学校実践実地研究Ⅰ

（巡回指導）

4月～6月の10日間
学校実践実地研究Ⅲ

（巡回指導）
5月～6月の10日間

学校実践実地研究Ⅲ
（巡回指導）

4月～7月の10日間
学校実践実地研究Ⅰ

（巡回指導）

4月～6月の10日間
学校実践実地研究Ⅲ

（巡回指導）
5月～6月の10日間

学校実践実地研究Ⅲ
（巡回指導）
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実務家教員⑥　学習指導（ICT）

前期 月 火 水 木 金

1
授業での学習支援と指導法

に関する事例分析

2 ICT活用実践演習 技術科指導法（中等）

木材加工実習Ⅰ

4 技術科授業論

5 教育実践研究

後期 月 火 水 木 金

1

2 教材開発演習

3 技術科授業研究（中等）Ⅱ 木材加工実習Ⅱ 教育課程・方法論（小）

5 教育実践研究

3 技術科授業研究（中等）Ⅰ
4月～6月の10日間

学校実践実地研究Ⅲ
（巡回指導）

4
11月～12月の3週間
学校実践実地研究Ⅱ

（巡回指導）

教育課程・方法論（中等）
5月～6月の10日間

学校実践実地研究Ⅲ
（巡回指導）

○ 教職実践コース

10月～11月の15日間
学校実践実地研究Ⅲ

（巡回指導）

10月～11月の15日間
学校実践実地研究Ⅲ

（巡回指導）

4月～7月の10日間
学校実践実地研究Ⅰ

（巡回指導）

11月～12月の3週間
学校実践実地研究Ⅱ

（巡回指導）
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　●学校経営コース　「学校経営実地研究Ⅲ」

月 火 水 木 金

1
9:00
 

10：30

2
10：40

 
12：10

3
13：10

 
14：40

4
14：50

 
16：20

5
16：30

 
18：00

現任校管理職
による指導

現任校管理職
による指導

学校マネジ
メント研究

現任校管理職
による指導*

*大分県教育委員会等からの派遣講師による講話など（月1回程度）

月 火 水 木 金

1
9:00
 

10：30

2
10：40

 
12：10

3
13：10

 
14：40

4
14：50

 
16：20

5
16：30

 
18：00

現任校管理職
による指導

現任校管理職
による指導

学校マネジ
メント研究

現任校管理職
による指導*

*大分県教育委員会等からの派遣講師による講話など（月1回程度）

資料１３ ： 現職教員学生　「実地研究Ⅲ」の履修モデル　

大学教員による
現任校での指導

大学教員による
現任校での指導

大学教員による
現任校での指導

大学教員による
現任校での指導

前期

後期

◆実習科目 ◆大学における省察科目

大学教員による

①実習日誌・観察記録の点検

②研究テーマの実施状況の点検

③現職教員学生の省察に対する

指導・助言

現任校管理職による指導

①シャドウイングに対する指導・助言

②現職教員学生の省察に対する指

導・助言

③研究テーマに対する指導・助言

「学校マネジメント研究」

①研究テーマの追求と検証

②学校実習，教育体験等の省察

③研究テーマの報告と相互検討

など
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月 火 水 木 金

1
9:00
 

10：30

2
10：40

 
12：10

3
13：10

 
14：40

4
14：50

 
16：20

5
16：30

 
18：00

現任校管理職
による指導

現任校管理職
による指導

教育実践研究
現任校管理職
による指導*

*大分県教育委員会等からの派遣講師による講話など（月1回程度）

月 火 水 木 金

1
9:00
 

10：30

2
10：40

 
12：10

3
13：10

 
14：40

4
14：50

 
16：20

5
16：30

 
18：00

現任校管理職
による指導

現任校管理職
による指導

教育実践研究
現任校管理職
による指導*

*大分県教育委員会等からの派遣講師による講話など（月1回程度）

　●教職実践コース　「学校実践実地研究Ⅲ」

大学教員による
現任校での指導

大学教員による
現任校での指導

大学教員による
現任校での指導

大学教員による
現任校での指導

前期

後期

◆大学における省察科目◆実習科目

大学教員による

現任校での指導

①実習日誌・観察記録の点検

②研究テーマの実施状況の点検

③現職教員学生の省察に対する

指導・助言

現任校管理職による指導

①シャドウイングに対する指導・助言

②現職教員学生の省察に対する指

導・助言

③研究テーマに対する指導・助言

「教育実践研究」

における指導

①研究テーマの追求と検証

②学校実習，教育体験等の省察

③研究テーマの報告と相互検討

など
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